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C －31　肩 部 を中 心 と し た形 態 の 被服 構 成 学的 考 察

ノ ―ト ルダ ム女 大 文　折 田庸

目的　 い か り 肩、 な で肩 又 は 、 前肩 、 後 肩と い う肩 部 の形態は 、 各 々 異 なっ た 見 地

から 分 類 し た 特 徴を 言5  がヽ 肩 部 はこ の他、 骨 格 や 筋 肉、 脂 肪 の 付着状 態等 に よっ て

様 々 な形 態 を 呈し 、非 常 に 個 性 の強 い 部 位 であ る｡

今 回 は 、 い かり 肩 、 左で 肩と 、前肩 、 後 肩 の関 係 を 中心 に 検 討 し た。

方 法　 被 検 者は18 才 からzz 才 まで の 女 子140 名 で、 肩部 を 中 心 とし た 前 面、左 右 側

面、 上 面 の 単 写真 おI び 直接計測 値 （ 身 長、 体 重 ） を 用い て検 討 し た。 写真 計 測 は 、

前面 写 真 にif  い て肩 傾斜 角 度、 側面 写 真 にお い て 肩 峰 点 の位 置、 上 面 写 真 では 頭 頂点

と 肩峰 点 を 結 ぶ 直線と頭 頂 点 を通 る前 頭 線 と の なす 角 度（∠v） お よび 前 頭 線 と肩岬 肩

の カ ープ に 引い た 接 線-と の左 す 角 度（∠S) 等 であ る｡｡

結果　 肩 傾 斜 角ft  に つ い ては、 全 体 の約 ッ 割が 標 準 肩に 属し 、い か り 肩、 左で 肩 の

割合 は ほ ぼ 同 様 で、 一 般 に 右肩 下 り の 傾向が みら れ た-    い かり 肩 、標 準 肩、 左で 肩 の

分類 と£Tに よる 前肩 、 普 通 肩、後 肩 の分 類 と の対 応 関 係は 無 に近 く 、 従っ て肩 部 形 態

を 観察｡す る 時は こ の二 要 因は、二 次元 的 に 考え なけ れ ば な ら ない｡｡£Yと£Bと の間 に は

、 適 度* 相関 が みら れ、£Jに よる 前肩 、 普 通 肩、 後 肩 の 分類 とムs に よる 急 角 度、 標 準

角 度、 緩 角 度 の 分類 と の対 応 関係も みら れft  。
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